第２学年 単元別学習内容一覧

上巻

	1　ひょう・グラフと　時計

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)

(知)
	簡単な事項を整理して，表やグラフの形に表したり，よんだりできる。
何時何分までの時刻をよむことができる。
・事象を調べて分類・整理し，表やグラフに表そうとする。
・時刻・時間に関心を持ち，生活と関連付けながら，時刻・時間について考えようとする。
・算数的活動を通して，分類･整理するなど数理的な処理の仕方について考えることができる。
・時刻と時間の関係を理解し，時間やある時間だけ前後の時刻の求め方を見いだすことができる。
・簡単な事象について，分類･整理し，表や●のグラフで表すことができる。
・表やグラフの形について，よみ方，かき方を理解している。
	6時間
2学期制：4月上旬～中旬
3学期制：4月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	6～8
	1
	○1年で絵グラフに表したことを思い出し，分類・整理の仕方をふり返る。
	・給食調べによる表やグラフへの動機づけ
	(関)顔の絵を上手に分類し，わかりやすく貼ろうとする。

	①きゅう食しらべ
	9
	2
	○身の回りにある数量を分類・整理して，表や●グラフに表したり，それらをよみ取ったりすることができる。
	・表とグラフによる遊び調べ
　【ひょう，グラフ】
	(考)分類・整理することのよさがわかる。
(技)表や●のグラフのよみ方・かき方を理解している。

	②1日の 生活
	10～11
	3
・
4
	○時こく，時間の意味，時と分の関係を理解する。
	・時刻と時間の意味を理解する。
・1時間＝60分の関係を理解する。
【時こく，時間】
	(技)時刻と時間の区別を理解し，使い分けることができる。
(知)1時間＝60分の関係を理解している。

	
	12
	5
	○午前，正午，午後の意味，日と時の関係を理解する。
	・1日＝24時間の関係を理解する。
【午前，正午，午後】
	(知)午前，正午，午後の意味を理解している。
(知)1日＝24時間の関係を理解している。

	たしかめましょう
	13
	6
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　わくわく算数学しゅう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)

(技)

(知)
	並べたブロックの数を求める式を考え，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友だちの考えを理解する。
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。
・話し合いで大切なことを考えることができる。
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。
・話し合いのねらいや進め方を理解している。
	1時間
2学期制：4月中旬
3学期制：4月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	14～17
	1
	・並べたブロックの数を求める式を考え，みんなで話し合い，まとめる。


	＊　ふくしゅう・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	18～19
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：4月中旬
3学期制：4月中旬


	2　たし算と ひき算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)

(知)
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の基礎計算が暗算でできる。
・基本的な計算を暗算で処理しようとする。
・(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算の仕方を考えることができる。
・(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算が暗算でできる。
・(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算について，暗算の仕方を理解している。
	5時間
2学期制：4月中旬～下旬
3学期制：4月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	20
	1
	○(2桁)＋(1桁)で何十になる計算が暗算でできる。
	・(1桁)＋(1桁)の計算による(2桁)＋(1桁)の暗算への動機づけ
	(関) (2桁)＋(1桁)の計算をしようとする。
(技) (知)(2桁)＋(1桁)で何十になる計算の仕方を理解し，暗算でできる。

	①たし算
	21
	
	
	・(2桁)＋(1桁)で何十になる暗算
	

	
	22～23
	2
	○(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の計算が暗算でできる。
	・(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の暗算
	(考)(2桁)＋(1桁)で何十になる場合に基づいて，(2桁)＋(1桁)の計算の仕方を考えることができる。
(技)(知) (2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の計算の仕方を理解し，暗算でできる。

	②ひき算
	24～25
	3
	○(何十)－(1桁)の計算が暗算でできる。
	・(何十)－(1桁)の暗算
	(技)(知)(何十)－(1桁)の計算の仕方を理解し，暗算でできる。

	
	26～27
	4
	○(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の計算が暗算でできる。
	・(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の暗算
	(考)(何十)－(1桁)に基づいて，(2桁)－(1桁)の計算の仕方を考えることができる。
(技)(知) (2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の計算の仕方を理解し，暗算でできる。

	たしかめましょう
	28～29
	5
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	3　長　さ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	長さの普遍単位cm，mmについて理解し，ものさしを使って長さを測ったり，直線をかいたりすることができる。
・長さの測定に興味をもち，進んでいろいろなものの長さを測定しようとする。
・普遍単位の必要性や測定の仕方について考えることができる。
・身近なものの長さをcmやmmを単位として測定したり，計算したりできる。
・長さについての感覚を身につけ，長さの単位と測定の意味を理解している。
	9時間
2学期制：4月下旬～5月中旬
3学期制：4月下旬～5月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	30～31
	1
	○任意単位の測定による普遍単位の必要性に気づく。
	・任意単位の測定による普遍単位の必要性と長さの学習への動機づけ
	(関)ものの長さに興味をもち，進んで長さを調べようとする。
(考)普遍単位の必要性に気づき，それを説明することができる。

	
	32～33
	2
	○長さの普遍単位cmを理解し，cmによる長さの測定ができる。
	・長さの普遍単位cmの理解
・cmによる長さの測定
【cm，センチメートル】
	(技)(知)長さの普遍単位cmを理解し，cm単位で長さを測定することができる。

	
	34
	3
	○長さの普遍単位mmを理解し，ものさしを使って長さの測定ができる。
	・長さの普遍単位mmの理解
・ものさしを使った長さの測定
【mm，ミリメートル，たんい】
	(技)(知)長さの普遍単位mmを理解し，ものさしを使って長さを測定することができる。

	
	35
	4
	○長さの複名数表示について理解する。
	・長さの複名数表示
【直線】
	(知)長さを複名数で現すことができる。

	
	36～37
	5
	○ものさしを使って，直線をかくことができる。
	・ものさしを使った直線の作図
	(技)ものさしを使って直線をかくことができる。

	
	38
	6
	○長さの加減計算ができる。
	・長さの加減計算
	(技)長さに関する加減計算ができる。

	
	39
	7
	○10cmの長さをつくったり，身の回りから10cmの長さのものをみつけることができる。
	・10cmの長さづくり(量感)，10cmの長さ探し
	(関)(技)10cmの量感を身につけ，進んでそれをつくろうとする。

	
	40
	8
	○身の回りのものの長さを予想し，実際に測って確かめる活動を通して，長さの量感を身につける。
	・身の回りのものの長さを予想し，測って確かめる。
	(関)(技)長さを適切に予想し，それを測って確かめることができる。

	たしかめましょう
	41
	9
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふくしゅう・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	42～43
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬


	4　たし算と ひき算の ひっ算(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算の仕方を理解し，計算することができる。
加法の交換法則，加法と減法の相互関係を理解することができる。
・加減の筆算について関心を持ち，身近な問題解決に生かそうとする。
・(2桁)＋(2桁)＜100や(2桁)－(2桁)の筆算の仕方を，十進位取り記数法に基づいて考えることができる。
・(2桁)＋(2桁)＜100や(2桁)－(2桁)の筆算と答えの確かめができる。
・(2桁)＋(2桁)＜100や(2桁)－(2桁)の筆算と答えの確かめの仕方を理解している。
	10時間
2学期制：5月下旬～6月上旬
3学期制：5月下旬～6月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	44～45
	1
	○(2位数)＋(2位数)で繰り上がりのない筆算の仕方を理解し，計算ができる。
	・たし算の筆算への動機づけ
	(技)(知)(2位数)＋(2位数)で繰り上がりのない筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	①たし算
	46
	
	
	・(2位数)＋(2位数)で繰り上がりのない筆算

【ひっ算】
	

	
	47
	2
	○(2位数)＋(2位数)で一の位が繰り上がる筆算の仕方を理解し，計算がができる。
	・(2位数)＋(2位数)で一の位が繰り上がる筆算
	(技)(知)(2位数)＋(2位数)で一の位が繰り上がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	48
	3
	○加法の交換法則を用いて，たし算の筆算の答えを確かめることができる。
	・加法の交換法則を用いたたし算の筆算の答えの確かめ
	(考)加法の交換法則を知り，たし算の確かめに適用できる。

	
	49
	4
	
	・練習
	

	②ひき算
	50
	5
	○(2位数)－(2位数)で繰り下がりのない筆算の仕方を理解し，計算ができる。
	・(2位数)－(2位数)で繰り下がりのない筆算
	(技)(知)(2位数)－(2位数)で繰り下がりのない筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	51
	6
	○(2位数)－(2位数)で十の位が繰り下がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。
	・(2位数)－(2位数)で十の位が繰り下がる筆算
	(技)(知)(2位数)－(2位数)で十の位が繰り下がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	52
	7
	○加法と減法の相互関係を用いて，ひき算の筆算の答えを確かめることができる。
	・加法と減法の相互関係を用いたひき算の筆算の答えの確かめ
	(考)加法と減法の相互関係を知り，ひき算の答えの確かめに適用できる。

	
	53
	8
	
	・練習
	

	
	54～55
	9
	○加減の問題を通して，テープ図のかき方を理解する。
	・加減の問題のテープ図のかき方
	(考)(技)テープ図を理解し，数量の関係をとらえて，テープ図にかくことができる。

	たしかめましょう
	56～57
	10
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　かくれた　数は　いくつ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	加減の逆思考の問題をテープ図を利用して解決する。
・加減の逆思考の問題に取り組もうとする。
・加減の逆思考の問題を，具体的操作やテープ図を利用して考えることができる。
・加減の逆思考の問題を，具体的操作や問題文と整合したテープ図を使って解決できる。
・加法と減法の相互関係を理解している。
	4時間
2学期制：6月上旬～中旬
3学期制：6月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	58
	1
	○減った数を考える逆思考の問題をテープ図をかいて解決することができる。
	・減った数を考える逆思考の問題

（a－□＝b）
	(考)減法逆の減法の問題について考えることができる。
(技)正しくテープ図をかくことができる。

	
	59
	2
	○増えた数を考える逆思考の問題をテープ図にかいて解決することができる。
	・増えた数を考える逆思考の問題

（a＋□＝b）
	(考)加法逆の減法の問題について考えることができる。
(技)正しくテープ図をかくことができる。

	
	60
	3
	○はじめの数を考える逆思考の問題をテープ図にかいて解決することができる。
	・はじめの数を考える逆思考の問題
（□＋a＝b）
	(考)加法逆のの減法の問題について考えることができる。
(技)正しくテープ図をかくことができる。

	
	61
	4
	○はじめの数を考える逆思考の問題をテープ図にかいて解決することができる。
	・はじめの数を考える逆思考の問題
（□－a＝b）
	(考)減法逆の加法の問題について考えることができる。
(技)正しくテープ図をかくことができる。


	◎　どんな　計算に　なるのかな(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・加減の場面の違いを理解している。
	1時間
2学期制：6月中旬
3学期制：6月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	62～63
	1
	・折り紙の場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	＊　ふくしゅう・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	64～65
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月中旬
3学期制：6月中旬


	5　1000までの 数

	目      標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	1000までの数のしくみを理解し，よんだりかいたりできる。
10や100を単位とする数の相対的な見方に基づく加減計算ができる。
・ものの個数を10や100のまとまりにして数え，よんだりかいたりしようとする。
・10や100の個数に着目して計算しようとする。
・十進位取り記数法を理解し，1000までの数の構成をとらえることができる。
・10や100を単位とする数の相対的な見方ができる。
・1000までの数のしくみを理解し，よんだりかいたりできる。また，数の大小を＞，＜を使って表すことができる。
・数の相対的な見方に基づく加減計算ができる。
・1000までの数の構成，系列，及び＞，＜を使った大小の表し方を理解している。
・数の相対的な見方に基づく加減計算の仕方を理解している。
	11時間
2学期制：6月中旬～7月上旬
3学期制：6月中旬～7月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	66～68
	1
	○まとめて数える操作を通して，1000までの数のしくみに関心をもつ。
	・まとめて数える操作による1000までの数への動機づけ
	(関)100をこえる数について，調べようとする。

	①100を こえる 数
	69～70
	2
・
3
	○3桁の数のしくみやその表し方を理解する。
	・3桁の数の表し方
 【百のくらい】
	(技)(知)1000までの数について，よんだりかいたりできる。

	
	71
	4
	○10を単位とする数の相対的な見方ができる。
	・10を単位とする数の相対的な見方
	(考)10を単位とする数の相対的な見方ができる。

	
	72～73
	5
・
6
	○1000という数の意味，および1000までの数の系列を理解する。
	・1000という数の意味
・数直線，1000までの数の系列
【1000，千】
	(知)1000という数の意味を知り，数直線上に表すことができる。

	
	74
	7
	○位取り記数法に基づいて1000までの数の代表比較ができ，＞や＜を使って表すことができる。
	・数の大小比較
【＞，＜】
	(考)位取り記数法に基づいて1000までの数の大小が判断できる。
(技)数の大小関係を＞や＜を使って表すことができる。

	
	75
	8
	
	・練習
	

	②たし算と ひき算
	76～77
	9
・
10
	○10や100を単位とする相対的な数の見方による簡単な加減計算ができる。
	・10や100を単位とする相対的な数の見方による簡単な加減計算
	(考)(技)10を単位とする数の相対的な見方に基づいて加減計算ができる。

	たしかめましょう
	78～79
	11
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　買えますか？　買えませんか？

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明することができる。
・買えるか買えないかを判断しようとする。
・買えるか買えないかの理由を，根拠をあげて説明することができる。
・場面に応じて，買えるか買えないかを判断することができる。
・買えるか買えないかを判断する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：7月上旬
3学期制：7月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	80～81
	1
	・買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明する。


	6　か　さ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)

(技)

(知)
	かさの普遍単位L，dL，mLについて理解し，これらを使ってかさを測ることができる。
・入れ物のかさに関心をもち，進んで身のまわりのもののかさを測定しようとする。
・異なる容器で測ったときの不自然さから，かさの普遍単位の必要性を考えることができる。
・かさの普遍単位L，dL，mLを知り，それらを使って測定することができる。
・かさの普遍単位L，dL，mLについて理解している。
	7時間
2学期制：7月上旬～下旬
3学期制：7月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	82
	1
	○かさの普遍単位Lを理解し，Lを使ってかさを測定することができる。
	・かさの比較による普遍単位の必要性とかさの学習への動機づけ
	(関)もののかさに興味をもち，進んでかさを調べようとする。
(考)普遍単位の必要性に気づき，それを説明することができる。
(技)(知)かさの普遍単位Lを理解し，かさを測定することができる。

	
	83
	
	
	・かさの普遍単位Lの理解
【L，リットル】
	

	
	84～85
	2
・
3
	○かさの普遍単位dL，mLを理解し，それらを使ってかさを測定することができる。
	・かさの普遍単位dL，mLの理解
【dL，デシリットル，mL，ミリリットル】
	(技)(知)かさの普遍単位dL，mLを理解し，それらを使ってかさを測定することができる。

	
	86
	4
	○かさの簡単な加減計算ができる。
	・かさの簡単な加減計算
	(知)かさの簡単な加減計算ができる。

	
	87
	5
	○1Lのかさづくりを通して，1Lの量感を身につける。
	・1Lのかさづくり(量感)
	(技)1Lの量感を身につけている。

	
	88
	6
	○入れ物にはいる水のかさを予想して，実際に測定して確かめることを通して，かさの量感を身につける。
	・入れ物にはいる水のかさの測定
	(関)(技)いろいろな入れ物のにはいる水のかさを適切に予想して，測ろうとする。

	たしかめましょう
	89
	7
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　夏休みの　算数の　じゆうけんきゅう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	線路のつながり方に着目して，いろいろな線路を構成することができる。
・線路づくりに興味をもち，進んで取り組もうとする。
・線路のつながり方に着目して，図形が構成できるきまりを考えることができる。
・線路のつながり方に着目して，適切な線路の模様をつくることができる。
・線路をつないで図形が構成できるきまりを理解している。　
	1時間
2学期制：7月下旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	90～91
	1
	・線路のかかれたカードを組み合わせて，つながった線路をつくる。


	＊　ふくしゅう　じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	92～93
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：7月下旬
3学期制：9月上旬


	7　たし算と ひき算の ひっ算(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	(2桁)＋(2桁)≧100の加法とその逆の減法について，筆算の仕方を理解し，計算ができる。また，(3桁)±(2桁)の簡単な筆算の仕方を考えることができる。
・筆算のよさがわかり，進んで筆算をしようとする。
・(2桁)＋(2桁)≧100の加法とその逆の減法，(3桁)±(2桁)の簡単な筆算の仕方を，既習事項を基にして考えることができる。
・(2桁)＋(2桁)≧100の加法とその逆の減法の筆算ができる。
・(2桁)＋(2桁)≧100の加法とその逆の減法の筆算の仕方を理解している。
	11時間
2学期制：9月上旬～下旬
3学期制：9月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①たし算
	94～95
	1
	○(2桁)＋(2桁)で十の位が繰り上がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。
	・答えが3桁になる筆算への動機づけ
・(2桁)＋(2桁)で十の位が繰り上がる筆算
	(関)既習事項に基づき，答えが3桁になる筆算の仕方を考えようとする。
(技) (知)(2桁)＋(2桁)で十の位が繰り上がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	96
	2
	○(2桁)＋(2桁)で一の位と十の位が繰り上がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。
	・(2桁)＋(2桁)で一の位と十の位が繰り上がる筆算
	(技) (知)(2桁)＋(2桁)で一の位と十の位が繰り上がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	97
	3
	○3口のたし算の筆算ができる。
	・3口のたし算
	(技)3口のたし算の筆算ができる。

	
	98
	4
	
	・練習
	

	②ひき算
	99
	5
	○(百何十何)－(2桁)で百の位が繰り下がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。
	・(百何十何)－(2桁)で百の位が繰り下がる筆算
	(技)(知)(百何十何)－(2桁)で百の位が繰り下がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	100
	6
	○(百何十何)－(2桁)で十の位と百の位が繰り下がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。
	・(百何十何)－(2桁)で十の位と百の位が繰り下がる筆算
	(技)(知) (百何十何)－(2桁)で十の位と百の位が繰り下がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	101
	7
	○ (百何)－(2桁)で繰り下がりが2桁に及ぶ筆算の仕方を理解し，計算ができる。
	・(百何)－(2桁)で繰り下がりが2桁に及ぶ筆算
	(技)(知) (百何)－(2桁)で繰り下がりが2桁に及ぶ筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	③3けたの　数の　

ひっ算
	102～103
	8
	○(3桁)±(2桁)の簡単な筆算の仕方を理解できる。
	・(3桁)±(2桁)の簡単な筆算
	(考)既習事項に基づいて，(3桁)±(2桁)の簡単な筆算の仕方を考えることができる。

	④文と　図と　しき
	104～105
	9
	○文，図，式を関連づけてみることができる。
	・文，図，式を関連づけてみること
	(考)(技)文，図，式を関連づけて考えることができる。

	
	106
	10
	
	・練習
	

	たしかめましょう
	107
	11
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　ふえたり　へったり

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	増えたり減ったりする事象について，オペレーター(変量)に着目して考え，問題を解決することができる。
・増えたり減ったりする事象について，オペレーターに着目して考えようとする。
・増えたり減ったりする事象について，オペレーターに着目するよさがわかる。
・増えたり減ったりする事象を図などに表し，オペレーターに着目して，問題を解決することができる。
・増えたり減ったりする事象について，オペレーターに着目する仕方を理解している。
	3時間
2学期制：9月下旬～10月上旬
3学期制：9月下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	108
	1
	○3要素2段階の増増の場面で，順に考えたり，まとめて考えたりして問題を解決することができる。
	・3要素2段階の増増の場面で，順に考えたり，まとめて考えたりする問題
	(考)増えたり減ったりする事象について，順に考えたり，まとめて考えたりすることができる。

	
	109～111
	2
・
3
	○3要素2段階の増増，増減の場面で，まとめて考えて問題を解決することができる。
	・3要素2段階の増増，増減の場面で，まとめて考える問題
	(考)増えたり減ったりする事象について，オペレーターに着目し，まとめて考えることができる。


	8　計算の　じゅんじょ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	加法の結合法則と(  )の意味を理解し，(  )を含む式の計算ができる。
記号＞，＜，＝の意味を理解し，これらを使って式に表すことができる。
・(　)を使った式で表される場面をみつけようとする。

・(　)を使う場面を説明することができる。
・(　)を含む式を正しく計算したり，＞，＜，＝を使って式に表したりすることができる。

・加法の結合法則，及び(　)や＞，＜，＝の意味と使い方を理解している。
	2時間
2学期制：10月上旬
3学期制：10月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	112～113
	1
	○加法の結合法則および(　)の意味とその使い方を理解する。
	・加法の結合法則，(　)の意味とその使い方
	(知) 加法の結合法則，(　)の意味とその使い方を理解している。

	
	114
	2
	○記号＞，＜，＝の意味を理解し，それらを使って式に表すことができる。
	・記号＞，＜，＝の意味とそれらを使った式の表し方
	(技) (知)記号＞，＜，＝の意味を理解し，それらを使って式に表すことができる。


	★　はっけん！算数じま

	ページ
	学習内容
	指導時数

	115～144
	・各単元の補充・発展問題・算数資料集など
	時間配当なし


※巻末にある「はっけん！算数じま」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
下巻

	9　かけ算(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	具体的な事項に即して，かけ算の意味を理解できる。
5,2,3,4の段の九九を構成して唱えたり，それを適用することができる。
・5,2,3,4の段の九九づくりに関心をもち，進んで取り組もうとする。
・かけ算が用いられる場面を具体物，ことば，式を用いて表すことができる。

・いくつずつ増えるかに着目して，5,2,3,4の段の九九を構成し，それらを唱えることができる。
・かけ算の意味や式の表し方，倍の意味を理解している。

・5,2,3,4の段の九九の唱え方を理解している。
	17時間
2学期制：10月上旬～11月上旬
3学期制：10月上旬～11月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	2～4
	1
	○均等に置かれた場面で，基準量のいくつ分という見方ができる。
	・均等と不均等の比較によるかけ算の学習への動機づけ
	(関)均等に置かれた場面で，基準量のいくつ分という見方で数えようとする。

	①かけ算の しき
	5～6
	2
	○かけ算の意味とその式の表し方を理解する。
	・かけ算の意味式のよみ方，かき方
【×，かけ算】
	(考)(知) かけ算の意味とその式の表し方理解できる。

	
	7
	3
	○累加の見方でかけ算の答えを求める。
	・累加によるかけ算の答えの求め方
	(技)累加の見方でかけ算の答えを求めることができる。

	
	8～9
	4
	○倍の意味を理解する。
	・倍の意味とその見方
【ばい】
	(知)倍の意味を理解することができる。

	②かけ算の 九九
	10～12
	5
～
7
	○5の段の九九を構成し，唱えることができる。
	・5の段の九九の構成と唱え方
	(技)(知)答えがいくつずつ増えていくかに着目して，5の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	13～14
	8
・
9
	○2の段の九九を構成し，唱えることができる。
	・2の段の九九の構成と唱え方
	(技)(知)答えがいくつずつ増えていくかに着目して，2の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	15～16
	10
・
11
	○3の段の九九を構成し，唱えることができる。
	・3の段の九九の構成と唱え方
	(技)(知)答えがいくつずつ増えていくかに着目して，3の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	17～18
	12
・
13
	○4の段の九九を構成し，唱えることができる。
	・4の段の九九の構成と唱え方
	(技)(知)答えがいくつずつ増えていくかに着目して，4の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	19
	14
	○被乗数と乗数の意味を理解する。
	・かけられる数とかける数の意味
	(考)被乗数と乗数の意味を理解し，正しく立式することができる。

	
	20
	15
	○生活場面から，かけ算の問題づくりができる。
	・かけ算の問題づくり
	(関)(考)生活場面から，かけ算の問題をいろいろつくることができる。

	
	21
	16
	
	・練習
	

	たしかめましょう
	22
	17
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	23
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：11月中旬
3学期制：11月上旬


	10　かけ算(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	6,7,8,9,1の段の九九を構成して唱えたり，それを適用することができる。

・6,7,8,9,1の段の九九づくりに関心をもち，進んで取り組もうとする。

・かけ算の意味を正しく理解し，かけ算と具体的場面を結びつけることができる。
・アレイ図を使って，6,7,8,9,1の段の九九を構成し，それらを唱えることができる。
・6,7,8,9,1の段の九九の唱え方を理解している。
	14時間
2学期制：11月中旬～12月上旬
3学期制：11月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	24
	1
	○6,7,8,9,1の段の九九づくりに関心をもち，進んで取り組もうとする。
	・アレイ図を使った6,7,8,9,1の段の九九への動機づけ
	(関) 6,7,8,9,1の段の九九づくりに関心をもち，進んで取り組もうとする。

	①九九づくり
	25～26
	2
・
3
	○6の段の九九を構成し，唱えることができる。
	・6の段の九九の構成と唱え方
	(技)(知)アレイ図を使って6の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	27～28
	４
・
5
	○7の段の九九を構成し，唱えることができる。
	・7の段の九九の構成と唱え方
	(技)(知)アレイ図を使って7の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	29
	6
	○アレイ図を使って8，9の段の九九を構成することができる。
	・8，9の段の九九の構成
	(技)(知)アレイ図を使って8，9の段の九九を構成することができる。

	
	30～31
	7
～
9
	○8，9の段の九九を唱えることができる。
	・8，9の段の九九の唱え方
	(技)(知)8，9の段の九九を唱えることができる。

	
	32
	10
	○1の段の九九を構成し，唱えることができる。
	・1の段の九九の構成と唱え方
	(技)(知)1の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	33
	11
	
	・練習
	

	②かけ算を　つかった　もんだい
	34
	12
	○数量の関係を的確にとらえ，かけ算とたし算，ひき算の複合問題を解決する。
	・かけ算とたし算，ひき算の複合問題
	(考)数量の関係を的確にとらえ，かけ算とたし算，ひき算の複合問題を解決することができる。

	③さがしてみよう
	35
	13
	○身の回りからかけ算で表される場面をみつけることができる。
	・身の回りからかけ算で表される場面をみつけること
	(関)(考)かけ算の意味を正しくとらえ，身の回りからかけ算で表される場面をみつけることができる。

	たしかめましょう
	36
	14
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	37
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：12月上旬
3学期制：12月上旬


	◎　よみとる算数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：12月上旬
3学期制：12月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	38～39
	1
	・絵日記を読んで適切に情報を選択し，問題を解決することができる。


	11　三角形と　四角形

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	三角形，四角形，長方形，正方形，直角三角形について理解し，それらをつくったり性質を調べたりすることができる。
・三角形や四角形に関心をもち，それらの性質を進んで調べようとする。
・長方形，正方形，直角三角形について，根拠をもってそれらを弁別することができる。
・紙を折って直角をつくったり，長方形，正方形，直角三角形を作図したりすることができる。
・三角形，四角形，及び直角，長方形，正方形，直角三角形について理解している。
	12時間
2学期制：12月上旬～下旬
3学期制：12月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	40～42
	1
	○三角形，四角形の意味を理解する。
	・線で囲んだ図形の仲間分けによる三角形・四角形の学習への動機づけ
【三角形，四角形】
	(関)動物を線で囲み，できた図形を仲間分けしようとする。
(知)三角形，四角形の意味を理解する。

	①三角形と　四角形
	43
	2
	○三角形や四角形を弁別することができる。
	・三角形，四角形の弁別と構成
	(考)(知)三角形や四角形を弁別し，その理由をいうことができる。

	
	44
	3
	○三角形や四角形を2つに切ってできる形を考えることができる。
	・三角形や四角形を2つに切ってできる図形の考察
【辺，ちょう点】
	(考)三角形や四角形を2つに切ってできる形を，根拠をもって考えることができる。

	
	45
	4
	○身の回りから，三角形や四角形の形をみつける。
	・身の回りからの三角形，四角形さがし
	(関)身の回りから，三角形や四角形の形をみつけようとする。

	②長方形と　正方形
	46
	5
	○直角について知り，本やノートの角の形を確かめる。
	・紙を折る操作を通して直角を理解すること
【直角】
	(技)(知)直角について知り，本やノートの角の形を確かめることができる。
(関)身の回りから直角をみつけようとする。

	
	47
	6
	○長方形について理解する。
	・折り紙の作業を通した長方形の理解
【長方形】
	(知)長方形について理解している。

	
	48～49
	7
	○正方形について理解する。
	・長方形の紙を切る作業を通した正方形の理解
【正方形】
	(知)正方形について理解している。

(関)身の回りから，長方形や正方形の形をみつけようとする。

	
	50
	8
	○直角三角形について理解する。
	・長方形や正方形の紙を切る作業を通した直角三角形の理解
【直角三角形】
	(知)直角三角形について理解している。

	
	51
	9
	○方眼紙を使って，長方形，正方形，直角三角形を作図する。
	・方眼紙を使った長方形，正方形，直角三角形の作図
	(技)方眼紙を使って，長方形，正方形，直角三角形を作図することができる。

	
	52～53
	10
・
11
	○色紙をつかって長方形，正方形，直角三角形をつくったり，敷き詰めたりすることができる。
	・長方形，正方形，直角三角形の色紙による図形の構成
・長方形，正方形，直角三角形の敷き詰め
	(考)(技)色紙を2枚並べて長方形，正方形，直角三角形をつくり，その理由を説明できる。

	たしかめましょう
	54
	12
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	ふくしゅう・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	55
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬


	12　九九の きまり

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	九九表を使って，かけ算に関して成り立つ性質を理解する。
・九九表のおもしろさに気づき，進んでかけ算のきまりをみつけようとする。
・九九表からかけ算のきまりをみつけ，それを説明することができる。
・かけ算のきまりを使って，簡単な2桁のかけ算の答えを求めることができる。
・乗数が1増えるときの答えの増え方や交換法則など，かけ算のきまりについて理解している。
	8時間
2学期制：1月中旬～下旬
3学期制：1月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	56～59
	1
	○九九表を見て，かけ算に関して成り立つ性質をみつける。
	・九九表づくりによるかけ算のきまりの学習への動機づけ

・九九表を見て，かけ算のきまりをみつけること
	(関)九九表づくりを通して，かけ算のきまりをみつけようとする。
(考)九九表を見て，かけ算に関して成り立つ性質をみつけることができる。

	①九九の　ひょうと　きまり
	60
	2
	○かけ算では，乗数が1増えると答えは被乗数だけ増えることを理解する。
	・乗数が1増えると答えは被乗数だけ増えること
	(知)かけ算では，乗数が1増えると答えは被乗数だけ増えることを理解している。

	
	61
	3
	○かけ算では，被乗数と乗数を入れ替えても答えは変わらないことを理解する。
	・乗法の交換法則
	(知)かけ算では，被乗数と乗数を入れ替えても答えは変わらないことを理解している。

	
	62～63
	4
	○答えが同じになるかけ算を，みつける。
	・同じ答えになるかけ算をみつけること
	(考)答えが同じになるかけ算を，根拠をもってみつけることができる。

	
	64～65
	5
	○aの段±ｂの段の答えは(a±b)の段と同じになることをみつける。
	・aの段±bの段の答えは(a±b)の段と同じになること
	(技)aの段±bの段の答えは(a±b)の段と同じになることをみつけることができる。

	②九九の　ひょうを　広げて
	66～67
	6
・
7
	○かけ算のきまりを使って，簡単な2桁のかけ算の答えを求める。
	・簡単な2桁のかけ算(4×12，12×4)の答えを求めること
	(技)かけ算のきまりを使って，簡単な2桁のかけ算の答えを求めることができる。

	たしかめましょう
	68～69
	8
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	13　100cmを こえる 長さ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	長さの普遍単位ｍについて理解し，長さを測ったり量感を深めることができる。
・長さの普遍単位ｍに関心をもち，いろいろな長さを測定しようとする。
・長さの普遍単位ｍの必要性を理解し，既習事項に基づいて，100cmをこえる長さの表し方を考えることができる。
・対象の長さや目的に応じて適切に単位を選択し，長さを測定することができる。
・長さの普遍単位ｍについて理解している。
	6時間
2学期制：1月下旬～2月上旬
3学期制：1月下旬～2月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	70～71
	1
	○両手を広げた長さの測定を通して，普遍単位mの必要性に気づく。
	・両手を広げた長さの測定による学習への動機づけ
	(関)(考)両手を広げた長さの測定を通して普遍単位mの必要性に気づく。

	
	72
	2
	○長さの普遍単位mについて理解する。
	・長さの普遍単位mの理解
【m，メートル】
	(知)長さの普遍単位mについて理解している。

	
	73
	3
	○1mの量感を身につける。
	・1mの長さをつくったり，身の回りからみつけたりすること
	(技)1mの量感を身につけている。

	
	74
	4
	○身の回りのものの長さを適切に予想して測ることができる。
	・身の回りのものの長さを予想してから測る
	(関)(技)身の回りのものの長さを適切に予想し，進んで測ろうとする。

	
	75
	5
	○簡単な長さの計算ができる。
	・簡単な長さの計算
	(技)簡単な長さなの計算ができる。

	たしかめましょう
	76～77
	6
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　ちがいを　みて

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	求大・求小の逆思考の問題を解くことができる。
・求大，求小の逆思考の問題に進んで取り組もうとする。
・問題場面をとらえてテープ図に表し，根拠をもって立式することができる。
・求大，求小の逆思考の場面で，適切に演算を決定することができる。
・加法と減法の相互関係を使って立式できること理解している。
	2時間
2学期制：2月上旬～中旬
3学期制：2月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	78
	1
	○求大の逆思考の問題を解決する。
	・求大の逆思考の問題
	(考)求大の逆思考の問題を考えることができる。

	
	79
	2
	○求小の逆思考の問題を解決する。
	・求小の逆思考の問題
	(考)求小の逆思考の問題を考えることができる。


	◎　どんな　計算に　なるのかな

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・乗法の用いられる場面を理解している。
	1時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	80～81
	1
	・遊びの場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	ふくしゅう・じゅんび

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	82～83
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬


	14　10000までの 数

	目      標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	10000までの数について，よんだりかいたりできる。
100や1000を単位として数を相対的にみることができる。
・10000までの数について，100や1000のまとまりにして数えようとする。
・桁数の少ない場合を基にして，10000までの数を十進位取り記数法に即してとらえることができる。
・10000までの数をよんだりかいたり，100や1000を単位として相対的にみたりすることができる。
・10000までの数のよみ方やかき方，系列・大小について理解している。
	7時間
2学期制：2月中旬～下旬
3学期制：2月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	84～85
	1
	○10000までの数について，100や1000のまとまりとして数える。
	・1000をこえる数の数え方と学習の動機づけ
	(関)10000までの数について，100や1000のまとまりとして数えようとする。

	
	86
	2
	○10000までの数を十進位取り記数法のに即してとらえる。
	・4桁の数の表し方
【千のくらい】
	(考)(技)桁数の少ない場合に基づいて，10000までの数を十進位取り記数法のに即してとらえることができる。

	
	87
	3
	○10000までの数を100や1000を単位とする相対的な見方でとられる。
	・100や1000を単位とする数の相対的な見方
	(技)10000までの数を100や1000を単位とする相対的な見方でとられることができる。

	
	88～89
	4
・
5
	○10000までの数の系列や大小を判断する。
	・10000という数の理解
・10000までの数の系列・大小
【一万，10000】
	(技)(知)10000という数を理解し，10000までの数の系列や大小を判断することができる。

	
	90
	6
	
	・練習
	

	たしかめましょう
	91
	7
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	15　はこの　形

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	箱の観察や製作を通して，面，辺，頂点に着目し，立体の構成要素について理解する。
・工作用紙やひごなどを使って，進んで箱づくりに取り組もうとする。
・箱の観察や製作を通して，構成要素(頂点，辺，面)の形や数に着目することができる。
・工作用紙やひごなどを適切に選んで，箱をつくることができる。
・箱の形について，頂点，辺，面などの形や数について理解している。
	5時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	92～93
	1
	○箱の形に関心をもち，面の数と形について理解する。
	・箱の観察による学習の動機づけ
【面】
	(関)箱の観察を通して，構成要素に着目しようとする。

	①はこの　形
	94
	2
	○面，辺，頂点などの構成要素の形や数について理解する。
	・箱の構成要素を調べること
	(知)面，辺，頂点などの構成要素の形や数について理解している。

	②はこづくり
	95
	3
	○長方形や正方形をつなぎ合わせて箱の形をつくり，それぞれの形が何枚必要かを知る。
	・工作用紙を使って，箱の形をつくること
	(考)(技)長方形や正方形をつなぎ合わせて箱の形をつくり，それぞれの形が何枚必要かを説明できる。

	
	96
	4
	○ひごと粘土玉を使って箱の形をつくり，それぞれがいくつ必要かを知る。
	・ひごと粘土玉を使って，箱の形をつくること
	(考)(技)ひごと粘土玉を使って箱の形をつくり，それぞれがいくつ必要かを説明できる。

	たしかめましょう
	97
	5
	○本単元の学習内容を確認し，確実に理解する。
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　何番目

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	順序数と集合数のちがいを理解し，それらを使って位置や人数などを表すことができる。
・具体的な場面で，順序数や集合数を使って，位置や人数などを表そうとする。
・順序数と集合数の違いを理解し，適切に図などに表すことができる。
・順序数と集合数の違いを理解し，正確に数量の関係をとらえることができる。
・集合数と順序数の違いについて理解している。
	1時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	
	98～99
	1
	○順序数と集合数の複合問題を解決する。
	・順序数と集合数の複合問題
	(考)(技)順序数と集合数の違いを理解し，正確に数量の関係をとらえることができる。


	16　分　数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	等分してできる大きさの表し方を知り，簡単な分数について理解する。
・日常の生活で用いられる「半分」や「半分の半分」の大きさに関心をもち，具体的な操作活動に取り組もうとする。
・二等分，四等分の大きさの表し方を知り，八等分などの表し方を考えることができる。
・二等分，四等分の大きさを分数で表すことができる。
・分数を使うと二等分，四等分などの大きさを表せることを理解している。
	3時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬

	小単元
	ページ
	時
	目　　標
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	100
	1
	○いろいろな紙を折って半分の大きさをつくる。
	・具体物を二等分，四等分することによる簡単な分数の学習への動機づけ
	(関)ピザやケーキを二等分，四等分した経験から等分した大きさの表し方に関心をもつ。
(技)いろいろな紙を折って半分の大きさをつくることができる。

	
	101
	
	
	・いろいろな紙を折って，半分の大きさをつくること
	

	
	102
	2
	○テープを折って半分の大きさをつくり，その表し方を考えることができる。
	・テープを半分に折った大きさの考察

【二分の一，
 】
	(技)(知)テープを折って半分の大きさをつくり，その表し方を考えることができる。

	
	103
	3
	○テープを折って半分の半分の大きさをつくって，その表し方を考えたり，二等分，四等分の表し方に基づいて，八等分の表し方を考えたりする。
	・半分のテープをさらに半分に折った大きさの考察
【四分の一，
[image: image3.wmf]4

1

，分数】
	(技)(知)テープを折って半分の半分の大きさをつくり，その表し方を考えることができる。
(考)二等分，四等分の表し方に基づいて，八等分の表し方を考えることができる。


	もう　すぐ　3年生（2年のふく習）

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	104～108
	・2年生の既習事項の確認と持続
	3時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬


	　★　はっけん！算数じま

	ページ
	学習内容
	指導時数

	109～130
	・各単元の補充・発展問題・算数資料集など
	時間配当なし


※巻末にある「はっけん！算数じま」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
PAGE  
12

_1474305202.unknown

_1474305218.unknown

